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手話言語の動詞一致は、音声言語に見られる一致現象とは非常に異なる特徴を示す（Padden 
1983, Mathur 2000, Meir 2002 など）。(i) 音声言語には屈折言語から孤立言語まで一致の有

無に関して多様性が見られるのに対し、手話言語では報告されている限り（非常に若い言語

を除き）すべての言語に動詞一致が見られる。(ii) 一致現象を持つ音声言語ではすべての動詞

に一致が現れるのに対して、手話言語の動詞一致は一部の動詞に限られている。(iii) 音声言

語では主語と述語が一致するのに対して、手話言語の動詞一致は目的語との一致を示す。(iv) 
手話言語の一致現象には、音声言語の場合のように時制辞などの機能範疇の関与をうかがわ

せる特徴がない。(v) 音声言語の一致には指示対象を同じくする代名詞の発音との関連が観察

されないのに対し、手話言語の動詞一致では代名詞の指さしと同じ R-locus が使われる。 
 手話言語の動詞一致に見られる特徴は、優先度の高い制約に違反しない形が最適として選ば

れるとする最適性理論による音韻論のもとで、手話言語では「音節の表出を避けよ」とする

制約の優先度が高いという仮説から導くことができる（川崎 2015）。この制約は、調音の負

担軽減という諸言語に見られる傾向（Kirchner 2004, Napoli et al. 2015）の一例と考えるこ

とができる。手話言語でこの制約の優先度が高いのは、Bellugi and Fischer 1972, Klima and 
Bellugi 1988 に示されたように、手話言語では、ひとつひとつの音節に時間が掛かるためメモ

リースパンが短いことによると考えられる。音節の縮約は音声言語の口語体にも観察され、

以上の分析が正しいとすれば、手話言語には、統語レベルのみならず調音・認識インター

フェイスにおいても音声言語と同じメカニズムが関わっていることになる。本発表では、こ

の分析に基づき、新しい手話言語に動詞一致現象が生まれる条件を提案し、さらに、この分

析の帰結として日本手話に見られる複合語の短縮やアスペクトマーカーの縮約が導かれるこ

とを示す。 
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